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、
、
、
、

今
ま
で
史
翻
と
し
て
最
も
廣
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
も
の
は
唯
物
史
観
で
あ
ら
う
。

味
す
る
と
き
、
都
合
よ
く
解
秤
ざ
れ
る
場
合
も
多
々
あ
る
が
、

し
か
し
こ
れ
で
は
ど
う
し
て
も
歴
史
が
解
ら
な
い
場
合

も
少
く
な
い
。
殊
に
自
分
は
明
治
維
新
の
由
来
と
進
展
と
を
考
へ
る
と
き
に
、
唯
物
史
翻
の
無
力
な
る
こ
と
を
確
め
た
。

、
、
、
、

こ
＼
で
は
新
し
い
唯
心
史
観
を
以
て
し
な
け
れ
ば
歴
史
解
秤
が
出
来
な
い
。
以
下
暫
ら
く
唯
物
史
観
を
吟
味
し
て
後
に
、

唯
物
史
翻
を
超
え
て
立
つ
所
の
唯
心
史
翻
に
就
て
略
説
を
試
み
た
い
。

、
、
、
、
、

史
観
即
ち
歴
史
翻
と
云
ふ
は
歴
史
決
定
翻
の
意
味
で
あ
る
。
歴
史
の
進
行
を
決
定
す
る
力
は
何
で
あ
る
か
を
吟
味
し

て
、
そ
れ
が
物
質
力
で
あ
る
と
見
る
の
が
唯
物
史
観
で
あ
り
、

歴
史
の
進
行
を
物
質
力
に
よ
っ
て
解
繹
せ
る
人
は
ニ
―
―
一
に
止
ま
ら
な
い
が
、

諜
が
最
も
整
つ
て
ゐ
る
の
で
、
唯
物
史
翻
と
云
へ
ば
マ

JV

キ
シ
ズ
ム
の
特
徴
と
考
へ
ら
れ
、
今
ま
で
廣
く
影
響
を
及
ぼ

し
て
ゐ
る
も
の
は
そ
の
唯
物
史
翻
で
あ
る
。

懐

こ
の
唯
物
史
翻
は
、

新

史

観

の

提

唱

徳

こ
の
史
観
を
以
て
歴
史
を
吟

そ
れ
が
精
紳
力
で
あ
る
と
見
る
の
が
唯
心
史
翻
で
あ
る
。

そ
の
中
で
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
立

以
前
に
歴
史
の
進
行
を
精
紳
力
に
館
す
る
諸
説
、
例

乍

田

,1 

ニ
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二
九

こ

こ
の
見
解
は
一
面
に
於
て
常
つ

へ
ば
偉
人
が
歴
史
を
導
く
と
か
、
宗
教
・
藝
術
・
學
問
・
技
術
等
の
精
紳
文
化
が
歴
史
を
進
め
る
と
言
ふ
が
如
き
説
を

否
定
し
て
、
歴
史
は
物
質
的
生
産
力
を
基
調
と
し
て
瑳
轄
ず
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

て
ゐ
る
。
蓋
し
偉
人
は
一
人
の
力
に
於
て
偉
大
な
る
の
で
は
な
く
、
椎
間
的
威
力
又
は
勢
力
を
表
現
す
る
所
に
偉
大
と

な
る
。

も
と
よ
り
そ
の
表
現
者
と
な
り
得
る
索
質
を
持
つ
人
は
凡
人
で
は
な
い
が
、
冊
人
が
偉
人
の
指
令
に
よ
っ
て
動

く
と
云
ふ
こ
と
は
、
偉
人
を
通
ほ
し
て
枇
間
的
威
力
又
は
勢
力
が
冊
人
を
動
か
す
の
で
あ
る
。
歴
史
の
決
定
力
は
こ
の

威
力
又
は
勢
力
に
外
な
ら
ぬ
。
斯
く
見
る
と
き
、

何
故
に
一
の
偉
人
が
成
功
し
他
の
偉
人
が
失
敗
ず
る
か
が
解
し
得
ら

れ
る
。
ま
た
宗
教
・
藝
術
・
學
問
・
技
術
等
が
歴
史
の
内
容
を
形
成
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
人
間
の
創
造
力
の
骰

動
ず
る
所
に
歴
史
が
進
行
ず
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
歴
史
は
意
志
活
動
の
純
歴
で
あ
り
、
動
物
以
下
に
は
歴
史

た
く
、
精
紳
力
を
骰
揮
ぜ
し
め
る
人
間
の
み
に
歴
史
が
存
す
る
。

し
か
し
服
史
観
に
於
て
、

何
が
歴
史
の
進
行
を
決
定

す
る
か
と
言
ふ
こ
と
は
、
歴
史
が
精
紳
力
の
産
果
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
よ
り
も
別
の
事
を
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

A

に
歴
史
と
言
ふ
は
國
民
生
活
の
歴
史
（
又
は
國
の
歴
史
）
を
指
し
、
骰
生
後

H
尚
ほ
漫
き
惟
界
生
活
の
歴
史
（
又
は
泄

界
史
）
を
ば
暫
ら
く
除
外
し
て
置
く
。
國
民
歴
史
が
種
々
の
精
紳
力
が
生
み
出
す
文
化
を
内
容
と
す
る
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
が
、
歴
史
の
進
行
を
全
面
的
に
動
か
ず
力
は
、
宗
教
・
藝
術
・
學
問
・
技
術
な
ど
の
如
き
部
分
的
精
紳
力
で
は
な

い
。
歴
史
を
全
面
的
に
決
定
す
る
も
の
は
紳
憲
の
力
で
あ
る
と
す
る
一
種
の
唯
心
史
翻
も
一
概
に
否
定
し
難
い
。

し
そ
れ
は
形
而
上
説
で
あ
っ
て
、
今
吾
人
が
問
題
と
す
る
歴
史
観
の
問
題
で
は
な
い
。

新

史

観

の

提

唱

し
か



て
は
、 歴

史
の
進
行
を
決
定
す
る
力
は
、
何
か
の
冊
間
的
威
力
又
は
線
力
で
あ
る
。

容
を
形
成
し
た
が
ら
進
行
す
る
。
そ
の
内
容
は
種
々
多
様
で
あ
る
が
、

し
て
唯
物
観
を
と
る
か
唯
心
翻
を
と
る
か
と
云
ふ
問
題
は
、

や
と
云
ふ
こ
と
に
あ
る
。

、
、
、

歴
史
は
物
質
力
に
よ
っ
て
決
定
ざ
れ
る
と
見
る
の
が
唯
物
史
観
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
そ
の
物
質
力
と
は
何
で
あ
る
か
。

、
、
、
、
、
、

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
で
は
そ
の
物
質
力
を
物
質
的
牛
産
力
で
あ
る
と
言
ふ
。
然
る
に
こ
の
物
質
的
生
産
力
の
何
た
る
か
に
就

マ
JV

ク
ス
・
エ
ン
ゲ
JV

ス
も
明
言
し
て
居
な
い
し
、
後
の
祉
述
者
逹
の
間
に
も
色
々
の
解
秤
が
行
は
れ
て
、
今

に
定
説
が
な
い
。
肝
心
な
決
定
力
の
正
骰
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
唯
物
史
観
の
謡
味
も
明
瞭
で
な
い
。
唯
だ
多
く
の
人

々
は
漫
然
と
、
経
清
事
情
が
経
済
外
の
政
治
や
文
化
た
ど
を
左
右
ず
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。

於
て
歴
史
を
説
明
し
得
る
場
合
が
少
く
な
い
。

そ
の
力
の
動
く
所
に
歴
史
が
一
定
の
内

そ
れ
ら
は
今
間
題
か
ら
除
か
れ
る
。
歴
史
観
と

そ
れ
ら
の
内
容
を
全
面
的
に
決
定
し
形
成
ず
る
力
は
何
ぞ

そ
れ
で
も
漫
然
た
る
意
味
に

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
歴
史
解
秤
の
鍵
と
は
な
ら
な
い
。

唯
物
史
観
に
於
け
る
物
質
的
生
産
力
の
正
骰
如
何
に
就
て
の
喧
し
い
論
手
に
今
獨
れ
る
餘
搭
を
持
た
な
い
。

は
自
分
の
解
繹
に
よ
っ
て
唯
物
史
観
を
採
る
べ
き
や
否
や
を
吟
味
し
て
見
た
い
。
物
質
的
牛
産
力
を
解
し
て
外
界
に
在

ゐ
る
。

る
地
物
の
牛
産
性
と
な
す
こ
と
は
（
か
ヽ
る
見
解
を
士
張
す
る
有
力
な
マ
ル
キ
シ
ス
ト
も
あ
る
が
）
明
か
に
間
違
つ
て

、

、

、

、

何
と
な
れ
ば
、
外
界
の
物
質
状
態
如
何
が
人
間
生
活
を
規
定
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
決
定
す
る
力
の
な
い
こ
と

懐

徳

0 

こ
＼
で



そ
れ
は
人
間
生
活
を
決
定
す
る
力
と
は
な
り
得
な
い
。

そ
こ
で

『
物
質
性
』
の
意
味
を
別
の
方
途
か
ら

は
、
伺
様
の
物
質
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
歴
史
に
於
て
雲
泥
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
稀
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
又
外
界
の

物
質
の
下
に
立
た
ぬ
所
に
人
間
の
歴
史
が
成
立
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
人
間
の
運
命
が
外
界
地
物
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
る

そ
こ
に
は
牛
物
と
し
て
の
人
類
の
楚
遷
は
あ
っ
て
も
、
人
間
の
歴
史
は
な
い
筈
で
あ
る
。
物
質
的
牛
産
力
と

言
ふ
は
、
外
界
に
在
る
物
質
で
は
な
く
、
人
間
牛
活
の
側
に
在
り
、
冊
間
生
活
の
中
に
在
つ
て
、
我
等
の
牛
活
資
料
を

形
成
す
る
所
の
物
質
的
生
産
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
の
如
き
物
質
性
の
力
が
他
の
非
物
質
性
の
も
の
を
左
右
す
る

所
に
歴
史
が
進
行
す
る
と
見
る
と
き
、
唯
物
的
な
る
歴
史
決
定
観
が
成
立
し
得
る
。

然
ら
ば
椎
間
生
活
の
中
に
在
る
物
質
的
牛
産
力
が
如
何
に
歴
史
を
決
定
す
る
か
。

唯
だ
破
物
・
植
物
・
動
物
な
ど
の
『
地
物
』
と
解
す
る
の
で
は
、

で
あ
っ
て
も
、

尋
ね
る
必
要
が
起
つ
て
来
る
。
西
洋
の
社
會
科
學
で
は
、

た
と
へ
我
等
の
牛
活
内
容
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の

よ
く
『
自
然
及
び
計
會
の
物
質
性
』
と
言
ふ
こ
と
を
述
べ
て

ゐ
る
。
『
自
然
』
と
『
計
曾
』
と
を
、
従
っ
て
ま
た
『
自
然
科
學
』
と
『
計
合
科
學
』
と
を
到
稲
ざ
せ
る
こ
と
は
、
計
合

科
學
者
の
通
例
と
す
る
所
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
表
現
は
獣
羅
巴
の
近
代
科
學
の
消
革
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
國
語

と
し
て
は
意
味
を
な
ざ
な
い
。

新

史

観

の

提

唱

た
ら
ば
、

西
洋
の
近
代
科
學
は
地
物
自
然
科
學
か
ら
隆
起
し
た
。

然
科
學
と
叫
ん
だ
。
後
に
そ
の
研
究
法
を
人
間
生
活
の
研
究
に
應
用
し
た
が
、

ざ
れ
た
も
の
は
近
枇
に
到
つ
て
成
熟
し
た
計
會
生
活
で
あ
っ
た
か
ら
、

そ
の
時
に
こ
の
科
學
を
5

平
に
自

そ
の
頃
、
人
間
生
活
と
し
て
特
に
注

H

そ
こ
で
自
然
科
學
に
到
す
る
も
の
を
祉
會
科
學

こ
の
時
、
『
物
質
』
と
言
ふ
も
の
を



力
は
直
ち
に
生
産
を
始
め
る
こ
と
な
く
、

と
を
意
味
す
る
。
勿
論
、

一
社
會
の
生
産
に
参
加
す
る
生
産
諸
力
は
そ
れ
ら
の
結
合
に
よ
っ
て
始
め
て

一
々
の
生
産
力
は
こ
れ
を
所
有
す
る
者
に
よ
っ
て
計
壺
的
に
作
出
ざ
れ
る
が
、

的
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
諸
力
』
の
意
味
で
あ
る
と
同
時
に
、

こ
の
諸
力
が
社
會
闊
係
の
中
に
存
立
す
る
有
様
は
、

一
定

『
物
質
的
』
又
は
『
物
的
』
と
言
ふ
と
き
は
、

と
呼
ぶ
や
う
に
な
っ
た
。
然
る
に
こ
の
祉
會
科
學
は
地
物
自
然
科
學
に
倣
つ
て
原
因
結
果
の
開
係
を
探
究
す
る
科
學
で

あ
り
、
自
然
法
則
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
計
會
科
學
は
要
す
る
に
祉
會
自
然
科
學
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

地
物
自
然
科
學
を
On

甲
に
自
然
科
根
と
呼
び
、
計
會
自
然
科
學
を
箪
に
計
合
科
學
と
呼
び
、

と
を
到
稲
せ
し
め
た
。
従
っ
て
西
洋
思
想
に
て
『
自
然
』
と
言
へ
ば
『
地
物
』
と
解
す
べ
く
、
ま
た
社
會
も
、
西
洋
の

社
會
科
學
に
於
て
は
、

因
か
ら
必
至
的
に
運
動
を
起
し
て
結
果
に
落
着
す
る
も
の
を
指
し
、
こ
れ
と
封
稲
ざ
れ
る
も
の
は
、
一
定
の
目
的
か
ら
自

由
的
に
活
動
を
起
し
て
成
績
に
到
逹
す
る
慈
志
性
の
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

懐

同
様
に
『
自
然
』
と
『
社
會
』

原
因
結
果
の
関
係
を
包
め
る
自
然
性
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
自
然
性
と
言
ふ
は
、

地
物
も
計
會
も
自
然
性
の
も
の
た
る
こ
と
は
同
様

そ
こ
で
西
洋
的
表
現
に
於
て
は
、
『
自
然
及
び
祉
會
の
物
質
性
』
と
言
は
れ
る
が
、

て
『
地
物
及
び
祉
會
の
自
然
性
』
と
表
現
す
る
な
ら
ば
、

徳；

そ
の
意
味
が
よ
く
通
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
に
、

西
洋
的
表
現
に
て

正
し
い
國
語
で
は
『
自
然
的
』
と
言
ふ
方
が
常
つ
て
ゐ
る
。

以
上
述
べ
た
用
語
に
よ
っ
て
唯
物
史
翻
に
謂
ふ
所
の
『
物
質
的
生
産
力
』
の
語
を
解
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
『
物
質

の
意
志
に
よ
っ
て
計
需
的
に
準
備
ざ
れ
る
の
で
な
く
、
計
會
的
自
然
性
の
作
用
に
よ
っ
て
無
計
蓋
的
に
形
成
ざ
れ
る
こ

一
々
の
生
産

こ
れ
を
正
し
い
國
語
を
以

一
定
の
原



を
悩
別
し
な
け
れ
ば
、
唯
物
史
翻
は
成
立
た
な
い
。

動
き
出
ず
の
で
あ
り
、

産
力
』
の
動
き
は
祉
會
的
自
然
性
の
動
き
で
あ
り
、

一．―-三

こ
の
諸
力
の
社
會
的
結
合
は
計
合
に
於
て
自
然
に
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
『
物
質
的
生

そ
の
物
質
力
が
動
く
と
き
に
歴
史
が
進
行
し
斐
轄
す
る
。
生
産
力

が
牛
産
闊
係
の
中
に
在
つ
て
動
く
か
ら
、
計
會
の
経
清
的
土
壼
が
祉
會
全
般
を
動
か
す
と
見
る
所
に
物
質
的
と
言
び
得

、
、
、
、

ら
れ
る
も
、
本
質
的
に
は
経
清
的
要
素
を
内
容
と
す
る
計
會
的
自
然
ヵ
ー
又
は
計
會
縁
カ
ー
|
'
が
祉
會
牛
活
を
決
定

す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
唯
物
史
観
の
要
旨
で
あ
る
。
社
會
と
経
渋
と
は
敷
々
圃
じ
意
味
に
解
せ
ら
れ
る
ぽ
ど

に
密
接
た
る
関
係
が
あ
り
、
一
を
離
れ
て
他
を
考
へ
得
な
い
ほ
ど
に
史
的
骰
展
の
闊
係
が
あ
る
。
そ
こ
で
唯
物
史
観
と
言

ふ
は
、
経
清
を
内
容
と
す
る
計
會
勢
カ
ー
ー
—
又
は
無
平
息
識
的
計
會
力
が
歴
史
の
進
行
を
決
定
す
る
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
如
く
解
す
る
と
き
は
、
唯
物
史
観
に
も
或
限
度
ま
で
は
興
賞
性
が
具
は
り
、
歴
史
解
秤
が
出
来
得
る
の
で
あ

る
。
即
ち
歴
史
の
進
行
が
計
會
縁
力
に
よ
っ
て
決
定
ざ
れ
る
と
見
て
、
史
賞
が
よ
く
理
解
ざ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合

、

、

、

、

、

、

に
大
切
な
る
こ
と
は
、
歴
史
の
内
容
を
形
成
す
る
牧
起
力
と
歴
史
の
ガ
向
を
左
右
ず
る
決
定
力
と
を
属
別
す
る
こ
と
で

こ
れ
は
骰
起
力
に
麗
ず
る
。

あ
る
。
精
紳
文
化
の
創
造
は
勿
論
精
神
力
の
作
用
で
あ
り
、

カ
タ

向
付
け
る
こ
と
、
方
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
力
は
精
紳
力
と
は
云
へ
な
い
祉
會
自
然
力
で
あ
る
場
合
が
承
認
ざ
れ

る
の
で
あ
る
。

新

史

観

の

提

唱

史
観
と
し
て
の
決
定
力
は
方

マ

lV

キ
シ
ズ
ム
で
は
如
上
の
骰
起
力
と
決
定
と
の
厖
別
を
明
か
に
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
唯
物
史
翻
反
封

者
か
ら
敷
々
歴
史
に
就
て
精
神
力
を
無
祝
す
る
と
云
ふ
や
う
な
謬
っ
た
批
難
を
装
る
の
で
あ
る
。
牧
起
力
と
決
定
力
と



秤
は
大
怪
に
於
て
唯
物
史
観
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
と
異
り
、
國
家
威
力
（
國
家
意
志
力
）
が
祉
會
勢
力
の

持
つ
。

こ
の
歴
史
観
に
て
歴
史
の
解
秤
が
出
来
得
る
場

唯
物
史
観
は
一
應
は
自
然
史
観
と
し
て
成
立
ち
得
る
。
即
ち
計
會
的
自
然
力
が
歴
史
の
進
行
を
決
定
す
る
と
見
る
と

き
、
そ
れ
は
畢
党
、
自
然
的
運
命
観
の
歴
史
翻
と
な
る
。
自
然
的
と
云
つ
て
も
勿
論
地
物
的
自
然
性
で
は
な
く
、
人
間

の
歴
史
が
無
計
憲
的
に
自
然
必
定
的
に
進
行
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

合
が
多
々
あ
る
。

こ
の
歴
史
翻
は
必
し
も
捨
て
去
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

観
を
以
て
解
繹
し
盤
ざ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

し
か
し
我
等
の
歴
史
は
果
し
て
唯
物
史

否
な
然
う
で
な
い
。

、
、
、
、
、
、
、
、

我
等
の
國
民
生
活
は
、
近
冊
に
及
ん
で
、
國
家
生
活
と
祉
曾
生
活
と
の
二
重
組
織
と
な
っ
た
。
國
家
生
活
に
於
て
は
、

全
怪
意
志
た
る
國
家
意
志
が
計
董
的
に
國
民
生
活
の
維
持
及
び
進
展
に
力
め
る
が
、
計
曾
生
活
は
個
人
生
活
の
関
聯
に

止
ま
る
集
圃
生
活
に
外
た
ら
な
い
か
ら
、

と
に
拘
ら
ず
、

こ
A

で
は
社
會
的
自
然
力
が
諸
個
人
の
意
志
を
超
え
て
、
個
人
の
好
む
と
否

一
定
の
方
向
を
と
つ
て
動
き
、
個
人
の
目
的
賓
現
を
左
右
す
る
。
斯
の
如
く
祉
會
的
線
力
の
動
く
所
に

唯
物
史
観
が
成
立
し
得
る
。
然
る
に
國
民
歴
史
は
計
舎
生
活
史
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
外
に
圃
家
生
活
史
が
あ
る
。
國
家
歴

史
は
明
か
に
國
家
威
力
の
動
く
所
に
進
行
す
る
。

こ
＼
で
は
謂
ゆ
る
物
質
力
が
支
配
的
で
な
く
、
精
紳
力
が
決
定
力
を

、
、
、
、
、
、
、
、

こ
の
場
合
に
問
題
と
な
る
の
は
、
國
民
牛
活
に
於
て
は
國
家
威
力
と
計
會
努
力
と
は
、
執
れ
が
優
越
的
地
位
に

立
つ
か
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
若
し
計
會
縁
力
（
社
會
的
自
然
力
）
が
國
家
威
力
を
抑
へ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
國
民
歴
史
の
解

懐

徳
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四

史
観
の
成
否
如
何
は
國
家
を
如
何
に
見
る
か
の
見
解
に
よ
っ
て
定
ま
り

構
に
過
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
る
。

な
る
意
義
を
有
す
る
。

上
に
立
つ
て
こ
れ
を
制
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
國
民
歴
史
は
大
筋
に
於
て
唯
心
史
観
を
以
て
解
秤
し
た
け
れ
ば
健
相
を
認

め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
然
る
に
唯
物
史
観
を
執
る
人
々
は
、

ぜ
し
め
て
、

そ
の
一
構
成
分
と
見
て
ゐ
る
。
彼
等
も
國
家
意
志
力
が
他
の
剛
怪
意
志
力
よ
り
も
一
政
と
強
大
で
あ
る
こ

と
を
認
め
て
ゐ
る
が
、

新

史

観

の

提

唱

五

こ
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
國
家
は
階
級
支
配
の
盆
に
存
立
す
る
強
黙
機

初
め
か
ら
國
家
意
志
力
を
ば
祉
會
自
然
力
の
中
に
包
括

し
か
し
國
家
は
畢
党
、
社
曾
的
階
級
の
一
方
が
掌
握
す
る
強
黙
装
猶
に
過
ぎ
な
い
と
考
へ
て
ゐ

る
か
ら
、
國
家
意
志
は
常
に
祉
曾
勢
力
の
下
に
立
つ
第
二
次
的
意
義
を
持
つ
と
な
す
。
唯
物
史
観
に
固
着
す
る
も
の
は

か
＼
る
見
地
に
立
つ
の
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
前
提
と
な
れ
る
國
家
の
地
位
こ
そ
、
歴
史
の
解
秤
に
就
て
極
め
て
重
大

マ
JV

キ
シ
ズ
ム
の
認
識
論
は
階
級
主
義
の
認
識
論
で
あ
り
、
無
産
階
級
誼
志
か
ら
認
定
ず
る
と

言
ふ
一
種
獨
特
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

て
観
察
し
思
索
し
な
け
れ
ば
、

こ
の
認
識
観
で
は
、
國
家
は
甚
だ
尊
重
に
値
し
な
い
第
二
義
的
存
在
に
止
ま
る
。
唯
物

そ
れ
は
ま
た
究
党
的
に
は
冊
間
生
活
、
特
に

國
民
生
活
を
如
何
に
見
る
か
の
認
識
論
上
の
立
場
如
何
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。

吾
人
は
従
来
の
認
識
論
と
果
っ
た
見
解
を
持
つ
。
祉
間
生
活
に
面
し
て
そ
の
認
識
を
求
め
る
場
合
に
は
、
他
の
場
合

と
巽
り
、
冊
間
生
活
に
於
け
る
活
動
主
翌
又
は
活
動
骰
系
を
異
に
す
る
毎
に
そ
れ
人
＼
に
適
應
す
る
認
識
主
骰
に
即
し

健
賞
の
認
識
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
個
人
牛
活
を
見
る
と
き
は
個
人
愈
志
、
階



し
め
る
Q

級
生
活
を
見
る
と
き
は
階
級
慈
志
、
國
民
牛
活
を
見
る
と
き
ほ
國
民
意
志
（
又
は
國
の
心
）
を
以
て
し
な
け
れ
ば
健
理

を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
来
箕
理
を
求
め
る
に
熟
注
し
若
く
は
熱
注
す
る
如
く
装
つ
て
ゐ
る
者
の
多
く
は
、
徒

ら
に
興
理
を
追
謳
け
る
の
み
に
て
、
如
何
に
し
て
撻
理
に
到
逹
し
得
る
か
の
道
に
就
て
は
甚
だ
粗
漏
で
あ
っ
た
。
甚
し

き
は
、
個
人
餘
志
又
は
階
級
意
志
の
立
場
か
ら
國
民
生
活
を
も
見
よ
う
と
す
る
人
々
も
少
く
な
い
。

活
の
全
面
及
び
内
面
を
見
る
こ
と
の
出
来
よ
う
筈
が
な
い
。

國
の
心
を
以
て
國
の
生
活
を
見
る
と
き
、
始
め
て
國
の
生
活
に
就
て
置
（
の
認
識
が
求
め
得
ら
れ
る
。

は
、
國
民
生
活
（
國
の
生
活
）
の
中
に
國
家
生
活
と
祉
會
牛
活
と
の
二
重
構
造
を
見
渡
し
、
更
に
國
家
を
牽
制
す
る
計

合
と
計
會
を
統
制
す
る
國
家
と
の
胴
係
を
看
取
す
る
。
國
家
は
飽
く
ま
で
も
獨
立
の
存
在
で
あ
っ
て
、

一
内
容
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
唯
だ
限
史
進
行
の
過
程
に
於
て
、
時
と
し
て
は
牡
會
券
力
が
國
家
を
牽
制
ず
る
方
が

一
層
強
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、

ま
た
時
と
し
て
は
國
家
威
力
が
計
會
を
統
制
す
る
方
が
一
屑
強
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

前
の
場
合
に
は
如
何
に
も
國
家
が
計
合
に
囚
へ
ら
れ
た
や
う
に
見
え
る
。
然
う
見
え
る
と
き
に
唯
物
史
観
が
撰
賓
ら
し

く
考
へ
ら
れ
る
。

ま
た
賓
際
に
於
て
唯
物
史
観
的
解
繹
が
常
つ
て
来
る
。
然
る
に
後
の
場
合
に
は
、
平
に
國
家
の
蝶
面

目
が
現
は
れ
る
の
み
で
た
く
、
國
家
意
志
が
無
意
識
的
社
會
の
中
に
滲
透
し
て
國
民
生
活
全
般
を
意
識
的
計
叢
的
な
ら

こ
れ
が
唯

こ
の
時
に
國
民
歴
史
の
進
行
は
精
紳
力
に
よ
っ
て
決
定
ざ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
承
認
せ
ら
れ
る
。

い
。
従
つ
て
ま
た
國
家
の
興
相
が
眼
底
に
映
じ
た
い
C

懐
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そ
れ
で
は
國
民
生

か
く
て
彼
等
の
眼
界
に
は
國
民
生
活
が
正
し
く
現
は
れ
な

そ
の
時
に
我
等

決
し
て
祉
曾
の



漸
次
に
強
化
ざ
れ
て
行
く
。

國
家
威
力
が
哀
弱
せ
る
と
き
は
、

國
家
謡
志
は
古
代
よ
り
骰
生
し
活
動
し
て
ゐ
る
。

歴
史
は
國
家
意
志
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
歴
史
決
定
は
精
紳
力
に
よ
り
．
、
物
質
力
に
よ
る
も
の
で
な
い
。

物
史
観
的
歴
史
解
繹
を
全
く
否
定
し
去
る
諄
に
行
か
な
い
。
唯
だ
應
史
翻
を
常
に
唯
物
的
に
固
着
せ
し
め
る
所
の
マ
ル

キ
シ
ズ
ム
の
唯
物
史
観
は
大
な
る
謀
見
で
あ
る
。

こ
の
勁
は
日
本
の
歴
史
、
特
に
明
治
維
新
以
後
の
史
的
骰
展
に
就
て
賓
證
し
得
ら
れ
る
。

、
、

人
類
が
自
覺
す
る
に
よ
っ
て
人
間
と
な
り
、
人
間
の
牛
活
記
録
が
歴
史
と
な
る
。
人
間
は
人
間
一
般
の
汎
人
と
し
てヽ

は
自
覺
的
存
在
で
あ
り
、
精
紳
力
の
持
主
で
あ
る
c

そ
こ
に
學
間
・
技
術
、
蒻
術
・
宗
教
等
が
創
造
ざ
れ
る
。
ま
た
帷

、
、
、

間
牛
活
に
於
て
も
、
個
人
は
自
覺
的
存
在
で
あ
り
、
種
々
の
問
骰
も
ま
た
自
覺
的
存
在
で
あ
り
、
國
家
も
勿
論
自
覺
的

存
在
で
あ
る
。
か
く
て
人
間
生
活
は
畢
げ
て
自
覺
的
存
在
の
や
う
に
見
え
る
。

的
存
在
が
横
は
る
。
そ
れ
は
偲
人
の
欄
聯
紐
帯
で
あ
る
社
會
で
あ
り
、
計
會
そ
の
も
の
は
何
の
目
的
を
も
持
た
ず
、
盲

H
的
に
運
動
す
る
無
覺
的
存
在
に
止
ま
つ
て
ゐ
る
。
唯
だ
こ
の
祉
曾
あ
る
に
よ
っ
て
、
尚
ほ
、

な
る
勢
力
を
揮
つ
て
國
家
威
力
を
牽
制
し
、
國
家
意
志
の
般
動
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
國
民
の
歴
史
が
何
の
目

新

史

観

の

提

唱

五

、
、
、

心
史
観
の
見
解
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
威
力
に
は
梢
長
が
あ
る
。

七 こ
の
祉
會
が
時
に
互
大

一
貰
し
て
見
れ
ば
、
國
民

こ
れ
に
代
つ
て
社
會
勢
力
が
限
史
進
行
の
大
勢
を
決
定
す
る
。

し
か
し

そ
の
限
り
に
於
て
唯

否
寧
ろ
國
家
威
力
は
時
代
の
消
長
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
大
骰
に
於
て

し
か
し
唯
一
っ
人
間
牛
活
の
中
に
無
覺



L
土
息
識
的
志
向
的
の
生
活
に
化
す
る
の
で
あ
る
。

な
く
ま
た
長
く
績
く
こ
と
も
あ
る
。

活
の
中
に
て
自
然
性
を
帯
ぶ
る
も
の
は
祉
會
券
力
で
あ
る
。
従
つ
て
國
家
威
力
が
確
つ
か
り
と
計
會
を
統
制
し
祉
會
勢

力
を
制
御
し
、

こ
の
時
代
に
於
て
は
歴
史
解
秤
が
唯
物
史
翻
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
歴
史
生

こ
れ
が
永
績
す
る
や
う
に
な
れ
ば
、

の
で
あ
る
。
（
終
）

こ
ヽ
に
唯
心
史
観
が
成
立
す
る
。

こ
の
場
合
は
、
歴
史
の
時
代
に
於
て
決
し
て
稀
で

た
と
へ
計
會
牛
活
を
解
消
せ
し
め
た
2

で
も
、

唯
心
史
観
を
成
立
せ
し
め
る
精
紳
力
は
、
人
間
一
般
の
精
紳
力
で
も
な
く
、
個
人
の
精
誹
力
で
も
な
く
、
階
級
の
精

、、、、

紳
り
で
も
な
く
、
唯
だ
社
會
勢
力
を
制
御
す
る
國
家
威
力
の
み
で
あ
る
。

は
、
他
の
諸
國
に
就
て
は
暫
ら
く
問
は
な
い
と
し
て
、
我
が
國
に
於
て
は
充
分
に
尊
軍
ざ
る
べ
き
學
問
的
見
解
と
な
る

的
を
｛
貰
現
す
る
に
あ
る
か
ゞ
不
明
な
る
進
行
を
な
す
こ
と
が
あ
る
。
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こ
の
こ
と

人
間
牛
活
は
欅
げ


